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 Amino Acid
 

 1.光ラジカル付加反応による含フッ素化合物の合成法の開発 光ペル
フルオロアルキル付加反応に関する研究を行い、様々な含フッ素化
合物の合成を可能にしている。また、この反応を利用した含フッ素
アミノ酸の合成を行い、含フッ素プロリンを初めとするフッ素化ア
ミノ酸の合成法の開発を行っている。 ２．立体選択的ラジカル付加
反応の開発 ルイス酸、ルイス塩基を用いたラジカル付加反応の立体
選択的合成法の開発および、その反応を利用した有用化合物の合成
を行っている。
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教育内容 / Educational Pursuits

 化学科１年生を対象とする化学実験の基礎についての基本化学実
験I、および２，３年生を対象とする基本化学実験ＩＶおよび専門
化学実験ＩＩの有機化学分野の実験を担当した。また、１年生の化
学特別ゼミ、４年生の化学演習の指導を行った。特別研究として４
年生２名と修士４名の指導を行った。 　また、全学の安全管理概
論の一部を担当し、本学における安全管理体制、危険な化合物の取
り扱いについての講義を行った。 

 

研究計画

 １）立体選択的ラジカル付加反応の開発 これまで報告例の少ない触媒的ラジカル付加反応の立体制御に関する研究を引
き続き行う。これらの手法による新しい合成法を開発する。 ２）ラジカルペルフルオロアルキル化に関する研究 当研究
室で開発した光ラジカルペルフルオロアルキル化反応を基に更なる合成法の開発および、ユニークな性質を持った含フッ
素化合物の設計、合成を行う。

メッセージ

 私たちは「ラジカル・フッ素・アミノ酸」をキーワードに、合成法の開発から応用までを目指して研究を行っていま
す。化学はこれからも有用な物質を世に送り続けて行くでしょう。皆さんも一緒に新しい「何か」を見つけましょう。
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